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　　　　Investigation　is　made　into　the　formations　and　geologic　stmcture　of　landslides…n　Sasebo

coa］field，Nortllwest　Kyushu．Resu1ts　obtained　are　as　foHows：

　　　　1）The　landslides　occur　in　the　area　composed　of　basaltic　lavas　and　Neogene　system

which　bears　coaL　The　basaltic　lavas　generate　the　1oad　of　accumulated　stmcture　with

remarkable　deve1opment　of　weatl1ering；and　the　basaltic　characters　are　similar　to　those

of“cap－rock’、　The　rock　phases　of　cyclothems　p1ay　an　important　role　in　the　lands1ides．

Sliding　layer　is　produced　by　the　change　of　tuff　seams　into　clay　which　is　sandwiched　be－

tween　coal　seams．

　　　2）Research　of　underground　structure　by　boring　is　very1mportant　for　the　observation

of　mechanism　and　scale　in　order　to　secure　the　characters　of　landslide　formations，slid－

ing　layer　and　relation　of　dips．Here　are　shown　the正ormations　and　underground　structure

for　several　main　landslides．

　　　3）Classification　is　made　by　the　condition　of　occurrence：1andslides　in　base（type　A），

1andslides　in　basalts（type　B），landslides…n　colluvium（type　C）and　combinations　of　these

lands1ides（types　A，B，C　or　types　A，B），and　also　the　landslides　are　classified　by　the　reh－

tion　of　dips：dip　structure（type　N）and　anti－dip　structure（type　R）．The　characteristics　of

Hokusho・landsl1des　can　be　foreknown　by　the　combinations　of　types，

　　　4）Distribution　map　of　landslides　in　the　north　Sasebo　area　is　presented，and　the　struc・

ture　and　comparison　of　landslide　formation，the　underground　structure　of　landslides，and

the　tuff　seam（the　so・caHed　Goma）in　coa1seam　which　becomes　a　sliding　layer，are　i11us－

trated．
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北松型地すべりの発生機構およぴ予知に関する研究（第1報）防災科学技術総合研究報告　第22号　1970

　1．　ま　え　が　き

　北西九州の佐世保炭田地域は，いわゆる「北松

型地すべり．」の多発地域である．爽炭新第三系と

玄武岩類との組合せからなる地笹構造区の地すべ

りであり，規模・性質・機構など問題の多い地す

べりであス．北松型地すべりに関する問題点を解

明し，かつ性格を明らかにするため，その地質学

的背景を調査研究した．主な調査研究の内容拾よ

び実施担当者は別表のごとくである．

　地すべり枠隼の研究は，北松型地すべり地域の

なかで，作世保北部地域について第1報をとりま

とめた．來炭新第三系を構成する小堆積推廻（サ

イクロセム’の層柵と組合せを基礎とし，構造紅よ

び岩質を反映した風化帯の発達として，地すぺり

の地下構造に関する特徴を明らかにすることを目

的とした．

　地すべり層準の特徴ば，規模や性格を支配する

のみならず，発生機構倉よび予知を目的とする基

礎的な課題といえる．

　この研究には，石炭関係のボーリング調査資料

長崎県（砂防・林務倉よび耕地）で実施した地す

べり調査資料などを利用させて頂いた．実施に際

しては，県北開発振興局拾よび地すべり関係各位

からさまざ’まな便宜を頂いた．ここに厚く感謝す

る．

別表　地質特性に関する研究の内容倉よび実施

主な調査研究の内容 実 施 担 当 者

　　　…　　■研究の企両・推進および総括 黒 日ヨ 和 男（研究計画の作成／

安 藤 武（調査研究の推進）

’■ 一■’　　一

地すべりの調査研究 安 藤 武（応用地質部）

（地すべりの層倖・地質構造との関連・地す 黒 田 和 男（ 〃 ）

べりの特性など） 大久保 太 治（ 〃 ）

…般地質調査〔1／25，000地域地質図） 古 川 俊太郎（九州出張所）
■ ■

玄武岩類の調査研究
■　’松

井 和
　』　1　一典（地

質 部）

造構造運動（緕三系）の調査研究 長 浜 春 夫（地 質 部）

　　　　　　■　　　■　　　■一■　玄武岩の地球化学的研究
倉 沢 （技術部地球化学課）

一　　〇表流水（比流量1の特性）の調査研究 岸 和 男（水資源課）

菅 野 敏 夫（ 〃 ）
一』　　■　一1　　　　■　1　■　　　」 1　■■■　　　」　　　　1■」 ■

風化および水質の研究 大久保 太 治（応用地質部）

安 藤 武（ 〃 ）

試錐調査に閉する菜務実施倉よび結果の考察
　　　　　　止　　　■安藤武・松井和典・黒田和男その他

　2．地質と北松型地すベリの概要

　地すべりの多発地域け，新第三系と玄武岩類と

からなり，ときに両考の問に古期砂礫層を分布す

る．痢三糸は麿津佐廿土保沈降帯と呼ぱれる堆積構

造の地質区分からなる．佐世保～平戸～伊万里地

域の地質系統は表一1のごとくである．この地域

の新第、三系は，f乍世似層絆と野島層群に大別され

るが，地すべりともっとも価接な関係にある佐世

保層鮮は來炭層である．

　佐世保一暢群は，一般に占第三系の杵島層群を覆

って厚く発達し，全層厚は約1，400mに達する．

砂岩質と泥岩質の互層からなグ処々に凝灰質の

薄層を來在する．泥岩部には随所に石炭や炭質泥

岩を挾む．植物化石を多く含み，ときに汽水～海

棲の貝化石を含む．下位から相浦層・中里層・柚

木層・世知原層・福井層および加勢層の6層に区

分される．中里層から加勢層に至る地層の分布は

地すべりと密接な関係にある．これらの地層は炭

層の生成に適した環境が維持された期間であり，

多くの炭層を來在する．淡水拾よび半淡半かんの

広大な潟のような状況のもとに，割合に類似した

沈降と堆積が進行したとみなされるものであり，

多くの小堆積輸廻で構成されている．

　小堆積輪廻の㎞および炭層㎞は沢田（1958）

の区分による．炭層名については，主要炭層であ

る大瀬五尺・柚木三枚・松浦三尺および砂盤層は
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地すぺり眉準の研究（1）一佐世保北部地域について一安藤．大久保．古川

表一1 佐世保炭田地域の地質系統

時　代
系 層群 累　層 層厚（〃）世 期 　非鉱産誌

現　世

　＊＊長浜

沢田

沖積層・崩積土

松浦玄武岩類
鮮新～

八ノ久保砂礫層
更新世 （田助凝灰質岩層）

平戸安山岩類
鮮新世

新 平　戸　層 600 500＋

南田平層 750 750

後　期
850

第 野島層群 深　月　層中 uOO 1300 1500
一’一 大　屋　層 310 300 250～320

加　勢　層 100
新

40～350
系

70～120

△福井層 160

前期～
100～250 平均180

佐世保層群 △世知原層 170
世 110～160

中期 〃138
△柚木層 300320～350 〃297
△中里層 150 00～140 〃129
△相ノ浦層 550

漸
OO～600 〃570

古
第
’ 新 中～後期 杵島層群 箒ユ鴛／ 500～1，OOO 700～1200平均700
二
系

世

前　期 相知層群 二孟∵／ 600

先第三系（花嵩岩類・結晶片岩類）

＝⊥　　　　　＾　　．　．一註＊F1本鉱産誌V一α（1960）

　△來炭層
＊＊長浜春夫（1965） ＊＊＊沢田秀穂（1958）

対比されるが，そのほかの炭層名は地域によって

名称拾よび対比を異にするものがある．岩相は一

般的な特徴を示したに過ぎない．かなり層相変化

に富んでいるため，それぞれの地区における層柵

の特徴を把握することが必要である．

　地すぺりと堆積輪廻との関係を地すぺり層準と

して取りあつかった．地下構造とともに，地すぺ

り層準の層相および特徴は，発生機構を解明する

基本的な課題であるといえる．

　新第三系を覆う玄武岩類が溶岩台地として広く

分布する．北松浦玄武岩類と呼ぱれている規模の

大きい台地性玄武岩である．玄武岩台地の周辺で

は，大きな地すべり地形が数多く発達している．

また玄武岩系の崩積土層が広くかつ厚く発達して

いる．地すぺりとしてみた玄武岩の特徴は，火山

層序的な構造といちじるしい風化の発達であり，

大きな載荷重を発生するキャップ・ロツクの役割

をなしている．

　新第三系と玄武1岩の間に砂礫層を分布する．一

般に，八ノ久保砂礫層と呼ぱれている古期砂礫層

である．ほとんど全域にわたって広く分布するが，

岩棚および層厚ぱ変化に富んでいる．硬砂岩・チ

ャート・結晶片岩・花崩岩などの先第三系に由来

する円礫～亜円礫で特徴づけられている．なお玄

武岩のくされ礫を含む．砂礫層は玄武岩と同様に

キャップ・ロックの一部とみなされる．

　3。構造および発生状態による分類

　來炭新第三系と玄武岩類との組合せからなる地

質構成の地すべり群を一括して北松型地すぺりと

呼んでいる．第三紀層地すぺりに属するものであ

るが，裏日本などの含油新第三系型地すぺりとは

かなり性格を異にする．

　分類に関する見解はさまざまであるが，北松型

地すぺりの機構・予知拾よび対策を考える上から，

　　　　　　　　　●
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北松型地すぺりの発生機構ム・よぴ予知に関する研究（第1報）防災科学技術総合研究報告

　　　　　　　　　　　　　　　表一2　佐世保層群の堆積輸廻と層相

第22号　1970

地眉名 堆稿箔廼 眉厚㎜ 炭 o
㎞ 各層区分 一般層厚平均 炭層㎞ 名 称

六　相　そ の　他

K一 3 45～90 65 ’ 巾粒～親粒砂～：，シ守入り砂孝；が名い、

加勢眉
1

K一 2 20｝25 25 1榊し
シマ入り砂岩・細粒砂岩・凝灰質砂岩・泥岩の互層， 含
有孔虹4岩帯を伴う．

K一 1 2～15 8 ” 巾粒～租粒砂岩．最ド位に陳質砂ギ泌よぴ凝灰岩を叔在すム

45 F一 7 5～28 16 C－56 57 ヒヘダモノ ．ヒ位の加諮層とは不整合関係がある．

44■3 F一 6 23～27 24 C－55 56福
」二八巻・ 二枚 ド位の砂岩郷が卓越する．本ケ漉凝灰字：層を伴う、

4412 F一 5
1ト。。j。。　　　■

C－53 54 ゾ榊〔ガメ〕 八寸
井 一

44’’1 F一 4 27～59 35 C－52

ド相の変化が狐一般に㈱繍てあ祉

眉 43 F一 3 38～66 49 C－50 51 。福井二枚〔返し堀〕 一・般にド位の砂岩が卓越寸ん．

42 F一 2 12～26 19 C－48 40 ．ヒ岩石〔二尺〕．ゴマ 泥おが卓越する．歌ケ浦凝灰角陳岩層を伴う．

41 F一一 1 11～28 14 C－47 〃

40 S一 7 8～23　‘ 14 C－46 ◎砂盤 ト位の泥茅螂が卓越㍑、

世 39 S一 6 8～17 13 C－44 45 下岩石 〃

38 S一 5 5～19 10 C－43知
一一枚物〔岩石一枚〕 〃

37 S一 4 8～31 23 C－42 第1鱗状〔七ヘダ〕
豚

一般に下位の砂岩部が卓越する、

36 S一 3 16～53 25 C－41 第2鱗状〔巾盤砥眉〕 〃

眉

35 S一一 2 10～47 26 C－40 第3鰍犬 4

34 S一 1 15～41 27 C－39 六寸 〃

‘33 Y－11 9～39 22 C－38 ◎松滴三尺〔魔町三尺〕
」．位の泥榊匹が卓越㍍． ときに泥州”のみ1l■・らたる．
乍要炭層ヰ挾作す二1］．

ヒ 32 Y－1O 23～48 37 ド位の桝榔が卓越打る． 浦い炭層J！三質泥岩を挾ナj二

31 Y一 9 14～33 24 C－37 ヘダモノ〔1二ヘダ〕 ヒ位の泥岩部が卓誠㌧1 衆穏は石炭．炭質泥篶一泥岩
ゴマの亙眉．

部 30 ’Y一 8 33～52 41 C－36 七ヘダ 一般にト位の砂岩部が卓越する．

柚
29 Y一 7 36～55 43 C－35 柚木二牧〔八寸〕 〃 ド部に江曼凝灰角礫芋帽を伴う．

28 Y一 6 8～24 17 C－34 江里一二枚 〃

木 27 Y一 5 lO～31 21 C－33 岩石二枚い波佐閥〕 〃

F
26 ■ Y一 4 5～22 13 C－32 一脚（1！蛉都が章越一ケム

層　　部 25 Y一 3 19～42 29 C－31 橋木山〔七ヘダ〕 一般に砂宍部が卓越■㍑．

24 一Y一 C－30
」

2 9～38 21 ■ 〃

23 Y一 1 15～42 29 C－29 八寸

＿4鮒ふ22 一N一 5 24～54 38 C－28 ◎柚木．三枚〔鍋串二！o 一殺にト’泣の砂岩部が卓越’ガニ．

中 21 lN皿 4 ’9～441 31
■

C－26 27 地蛾的に層厚・≒湘とも例L菩し

堅 20 lN一 3 6～15 1U
■

C－24 25 大瀬．二枚 〃

1
層
19
l
N
一
’

2 16～44 25 一 C－23 大瀬四枚 〃 一・般にド位の砂≠；郡が卓越すえ1．

「
18

N
一
’ 1 18～43 ・・iC－22 〃 〃

■

／
：
1 16～28

’j
一
． 」 21 C－20－21◎大瀬1止尺1招島二尺・大鶴二尺〕卜’二！廿

ド位川1粁～糀粒石州一・位の泥｝1都に主要炭層を挾在
’すね、

船1 17～35 26
　
≡

C→7－18－19 層机二引ヒ多し， 卜位の打プ榊11が、・や卓越一ナ～三

相

15　1 10～38 1181 C－16『
川釣〔い：F二枚〕 ト位（つ泥￥1郡が卓越寸々

滴中 9～14i コ
。。。1

C－10～15 。モエズ〔町川一脇野〕・そD1三か
各輪廻は一般に砂岩部が卓越する． モェズ系刷」を樹⊂．h

一
1 1部と閉を1柵わ1し
一

竈部 3～　8
196一C・一　6～9 新剛r尺・声r酬’吠下・利浦 二・’｛・

1
lI舳一、．各輪廻の下」部は巾粒～禰粒砂≠1が卓越する．

1 ’

2 ’O～631 38 C－4－5 1細粒㌔咋粒砂岩の厚剛こ始まり，2炭層を挾む湖榔に

ド部 1
　　　］45～741

55 C－1．2．3」師≡1〕，べ． 一1牧・ 一戌

1終＾、一卜部は㈹眺を主とし，ときに榊眺．含鮒舳

ヨ
生る． t位の泥岩部に3炭層カ蝋在寸ろ、

註．　1．層厚沿よぴ眉柚、主地区によりて多少紹違する。
　　2　炭層名は地工刈Iこよ・て宇・称尤’上び対≡」．査嗣湧．ダも∫〕’’’もろ

　　　　　　◎主要綜行炭竈
　　　　　　1r所によ］’〔採挽ヨ．、…れた事のある炭層

　　　　　　　　　　　●
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地すぺり眉準の研究（1〕一佐世保北部地域について一安藤・大久保一古川

つぎのように細分して，その特徴を検討すること

ができる．

　（1）地質構造による地すベリの区分

　爽炭新第三系では地層の傾斜が地すぺり機構に

きわめて大きな影響を紅よぼしている．

　流れ盤型と反流れ盤型に大別される、流れ盤型

　（N型）は，地形斜面と地層傾斜とが同じ方向の

場合である．この場合には，層状構造のすべり面

の傾斜方向に滑動する．流れ盤型の地すべりは多

く発生している．・また規模の大きいものが発生し

やすい．反流れ盤型（R型）は，地形による地す

ぺりの方向と地層傾斜とが逆の関係にある場合を

指す．発生機構は流れ盤型より複雑である．規模

の大きい場合には，急激な崩壊性地すべりに発達

しやすいようである．

　なお，地すべり層準の層相拾よびすぺり面によ

って区分される特徴が見出される．

　（2〕発生状態による地すべりの区分

　地すぺりの発生状態や母体の性質からみると，

岩盤地すべり・玄武岩地すぺり・崩積層地すべり

および複合地すべりに分けられる．

　白然現象として，日月確に区分できるものではな

いが，このような観点に立って予知や対策を検討

することができる．

　宕盤が大きくすぺり出すものである．ここでは，

岩盤地すぺり（A剛は，主として風化玄武岩類の影響

が少ない状態にあり，基岩の新第三系が一次的な地

すべ一りを拾こすものである．砂岩層ぱ大きなブロ

ック運動を行う。玄武岩地すべり（B型）ば主と

して玄武岩類がすぺり落ちるものである．新第三

系と玄武岩類の境から，ほとんど玄武岩類のみが

滑落することがある．ときに，下部玄武岩と上

部玄武岩の問に挾在する泥質ないし砂質の堆積

炉葦を境として，上部玄武岩が滑落することがある、

某1岩の目立った崩壊を伴本わないものを玄武岩

地すべりとした・崩積屑地すぺり（C刷）は，

地すぺ9によって生じた舳積土が，引き続いて進

行する風化の段階あるいは衝撃で二次的にすぺる

ものである、部分的なクリーブや小さな崩れは多

いが，崩積土の性質からみて，単独で大きな流動

性は少ない．

　複合地すべりは岩盤地すべり・玄武岩地すべり

および崩積層地すべりが重なり合った状態の地す

ぺりである．AB型あるいはABO型に相当する．

地すぺりの発生は，脆弱化した風化岩盤とすべり

面の崩壊によってひきおこされるが，これを覆う

風化玄武岩が大きな載荷重を発生しているとみな

される．基岩拾よぴ玄武岩の両者が大きく崩壊す

る．

　時と条件によっては，過去の崩壊土層が大きく

流動することがある．この種の地すぺりは，地す

ぺり層準・キャップロックおよび崩積土が複合し

あう状態拾よび条件の相関々係で解明すぺき北松

型地すべりの問題点といえる．一また複合地すべり

が，流れ盤構造であるかあるいは反流れ盤構造で

あるかは，機構および予知として重要な点である．

例えぱ，長崎・佐賀県境地帯に発生した人形石山

地すぺり拾よび西分地すべりは，反流れ盤型の複

合地すべりとしてその代表的なものといえる．

　地質的にみた素因としての分類は，上記のよう

に区分されるが，降雨などの誘因・地下水の中立

圧力・応力分布の力学的解析・土質力学・斜菌形

態などによって総合的に解明されるぺき性質のも

ので釘る．地質的にみた分類は，機構拾よび予知

に対して基本的な考察を与えるものであり，この

ためには・それぞれの地すぺりについて地下構造

を把握することが重要な課題である．

　4。佐世保北部地域の地すべり

　佐世保北部地域は，佐々川衝上断層の東南部で

あり，佐世保市の北部と北松浦郡世知原町・吉井

町・佐々町を含めた地域である．

　地域の北側はほ㌧国見断層によって松浦地域と

区分した．この地域は，松浦～伊万里地域ととも

に，北松型地すべりの多発地域である．造構造運

動の研究で指摘されているように，佐世保層群堆

積期の地質時代には，基盤の昇降運動とこれに伴

う断層運動が目立って行なわれている．したがっ

て1地質構造の相違紅よびこれに関連する地すぺ

り桐準の違いが地域的に認められる．地域・地区

および主な地すべりについて，地すべり層準の構

成むよび特徴を検討した．

　4．1　佐世保北部地域の地質と地すべり

　地質は1／25．O00地域地質図として図一1に示

したごとくである．この地質図は，これまでの炭

田調査を含めて，古川俊太郎によって取り重とめ

られた．佐世保層群と玄武岩類で構成され，図に

示したごとき地層分布である．池野・石盛山（耳

切）・山住・大岳・松浦断層などの断層群によっ

て新第三系は地塊化されている．佐々川衝上断層

に披する地帯では，走向・傾斜に著しい乱れがみ
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られる．しかし，その他の地区でぱ一般に3～1Oo

の北ないし北西落ちの傾斜である．

　地層は緩傾斜であるが，玄武岩台地の北～北西

側では流れ盤構造であり，南～南東側では反流れ

盤構造である．

　この地域の模式柱状図を図一2に示した．

　新第三系としては，中里層・柚木層・世知原層

拾よび福井層を分布する．下位の相浦層は地表に

露出せず，一また上位の加勢層拾よび野島層群はこ

の地域内では分布しない．

　この地域として，地すべりと密接な関係にある

地層は柚木層・世知原層拾よび福井層である．佐

世保市の潜木～柚木～池野地帯では，主として柚

木層の崩壊によって地すべりが発生している．佐

世保市の牧ノ地～小川内～菰田地帯では，世知原

層下部～柚木層上部の崩壊によって地すべりが発

生している．

　玄武岩台地北側の世知原町～吉井町～佐々町地

帯では，主として世知原層の崩壊によって地すべ

りが発生している．この地帯では，高所に部分的

に福井層を分布するが1福井層は世知原層ととも

に崩れている．地域の北側一世知原町の草木原

地区から佐々町の福井地区にかけた地帯では，主

として福井層の崩壊による地すべりが分布する．

　4．2　地すべりの分布およぴ特徴

　過去の地すべりによって発達したいわゆる地す

べり地形を図一3に示した．写真判読（1／20000

空中写真利用）から要約して地質図にブロットし，

大きな滑落地形のみを現わしたものである．部分

的な小地すべりは取り上げていない．調査による

と，規模の大きい地すぺりはほとんど岩盤地すべ

りないし複合地すぺりとして発達している．第三

系の崩積土や砂礫層の礫などを混じえているが，

主として玄武岩系からなる厚い崩積土の分布を図

に示した．図に示した崩壊層の厚さは10m±か
ら80m＋に達するものがある．

　図に示した地すべり地形の部分拾よび崩積土の

分布地帯ぱ，主として部分的な崩積属地すべりが

表一3 吉井町吉田地区の構成層準

地層区分 堆稿輸廻 炭層名 叱1（東側） ㎞2（西側） 層　　　　　　　　相
崩壊土 35．5m 41，8m 風化玄武岩質・下部に砂礫層あり

F－3 19．5以』二欠

福井層 F－2 33．3 炭層を認めず・砂岩→砂質泥岩→泥岩

F－1 8．9 5．5以上欠 〃　　　　　　　　　　　　　　　〃

S－7 砂　　盤 15．1 15．2
S－6 下岩石 16．6 19．2

世知原層 S－5 一枚物 10I6 11．6

㍗蝋／蹴・一叫
S－4 七ヘダ 24．3 29．7 12～19mの砂岩層あり．
S－3 中盤砥層 26．2 15．9 12～24mの砂岩層あり．
S－2 44．9 22，6 薄い炭層～炭頁あり．叱1では32m±の厚い砂岩層あり．
S－1 認　め　ず 12．8 〃

Y’11 松浦二尺 4γ7 22．5 泥石が卓越する、下位に18m士の砂岩層あり．

Y－10 25．7 43．4 薄い炭層～炭頁あり．10～25mの砂岩層あり．
Y－9 ヘダモノ 13．8 14．8 泥岩が卓越する．
Y－8 51，9 54．4 薄い炭層～炭買あり．抄岩が卓越し，下位に41～47mの砂岩層あり．

柚木層 Y－7 柚木二枚 39．8 42．4 砂岩が卓越する．30m±の砂岩眉あり．
Y－6 江里二枚 23，0 23．7 17㎜±の砂岩層あり、
Y－5 岩石二枚 26．3 22．2 1，2～1．4㎜の凝灰岩を挾む．
Y－4 52．1 38．O 炭層の発達不充分．砂岩．砂質泥岩．泥岩の互層状
Y－3 ハジキ山 29，6 25．3 砂岩が卓越する．20～25mの砂岩層あり．
Y－2 13．O 14．6 炭層不充分．8m土の砂岩層
Y－1 21，1 28．O 炭層不充分．下位に20～30mの砂岩層あり．
N－5 柚木二枚 21，7 22．O 砂岩が卓越する．17m士の砂岩層あり．
N－4 35．6 35I9 炭層の発達不充分．22～26mの砂岩層あり．

中里層 N－3 大瀬三枚 24．6 19．3 泥岩が卓越する．15m±の砂岩層あり．
N－2 大瀬四枚 45．5 45．6 砂岩が卓越する．38～45mの厚い塊状砂岩層あり、
N－1 認　め　ず 認　め　ず

相浦層
’　1　一　　⊥　　　■　　■　　■　　■

大瀬五尺 63，1 52．6 泥岩部が発達するが，下位に44～58mの砂岩層あり．
註　M1．
　N■2．

五蔵岳（455．7m）の東側600m付近（E，L311m）
　　　〃　　　　　　西側750m付近（E．L268m）
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地すぺり層準の研究（1）一佐世保北部地域について一安藤．大久保．古川
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図一4 吉井町上吉田～高峰地区の構成層準

繰り返されている不安定地帯であ

る．玄武岩台地周辺に大きな地す

ぺり地形が多く認められるが，玄

武岩類と來炭新第三系の組合せか

らなる北松型地すぺりの特徴がよ

く図に現われている．すなわち，

風化玄武岩類が拾よぼすゆるみ荷

重の発生．と破壊応力，ならびにこ

れを受ける來炭新第三系の層準と

潜在すぺり面がせん断破壊するこ

とに特徴づけられている．

　4．3　地すべり眉準の概要

　（1）吉井町吉田地区

　地域のほ∫中央部に位置する五

蔵岳（455．7m）の北西～北側

の地区を指している．

　玄武岩台地と第三系との境付近

では1表一3および図一4のごと

き地層で構成される．

　これは日鉄鉱業岨（神田炭鉱）

の調査ボーリング資料にもとづい

て検討し，その代表的な例を示し

たものである．

　佐々町の韮岳地区から吉井町の

愛宕山地区・田原～上吉田地区拾

よび世知原町の長田代地区に至る

地帯では，このよう在地質構成を

もとにして地すべり層準が検討さ

れる．この地帯では福井層の下部

が僅かに分布するが，一般に世知

原層で地すべりを拾こしている．

世知原層の特徴として，上半部は

泥岩質が卓越しているため大きく

崩壊しやすい．

　下半部では小塘積輸廻の下位に

厚い塊状砂岩層が存在する．世知

原層の七ヘダ（S－4の炭層）あ

るいは中盤低層（S－3の炭層）

をすぺり面として崩壊し，下位の

砂岩層で一応安定した状態をとど

めることが多い．ついでつぎの堆

積輪廻による地すべりに発達する

傾向にある．世知原層の上半部を

分布する場所では，流れ盤型の大

きくかつ活発な地すべり発生が推
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表一4 佐世保市牧ノ地々区の構成層準

牧ノ地々　区 小川内地区 岳野地区
地層区分 堆積輪廻 炭層名 上（194ユm） 中（1510m） 下（1387m） （139，6m） （210．9m）

崩積土 74．5m 52．6m 23．0m 5．5m 2．Om

S－　4 （129）

世知原層 S－　3 （12．5、 33．1

S－　2 42．9 40．0

S－　1 （20．5） 23．4 20．O

Y－11 松浦三尺 59．2 （20．8） 51．2 （20．2） 26．2

Y－10 20．5 25．6 27．O 23．2 41．4

Y－　9 ヘダモノ ／4臥3 1γ3 ／肌4 51．5 60．1

Y－　8 23．1

柚木層 Y－　7 40．6 ／川 62，7 43．3 45．2

Y－　6 19．7 17．8 31．4

Y－　5 柚木二枚 ／2＆9 40．5 33，8 34．4 45．5

Y－　4
Y－　3 箸木山 ｛2γ6 25．5 5γ5 42，2 26．3

Y－　2
Y－　1 岩　　石 18．9 20．O 13．3 17．7 29，1

N－　5 柚木三枚 ／5＆5 55．7 59．O 56．5 54．1

N－　4
中単層 N－　3 大瀬三枚 38．6 38．4 37．5 38．6 28．7

N－　2 大瀬四枚 38．1 39．1 34．7 38．4 38．O

N－　1 23．2 25．4 23．3 26．4 23．1

相浦層 大瀬五尺

訂　（　）は舳壊層準の残存部 1　は炭層拾よぴ泥岩の発達が不充分であり，堆積輸廻が連続状態にあるもの．
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図一5 吉井町樽河内

定される．最近の地すべりでぱ，平山地すべり

（愛宕山）がこれに相当する地すべりの特徴を示

した．樽河内地すべりでは，世知原層の上半部を

欠除した状態にあり，S－1，2紅よぴ3の砂岩

平山地区の構成層準

層が卓越した状態にある．樽河内地区の構成層準

を図一5に示した．

　（2）佐世保市牧ノ地々区

　妙観寺峠を中心とした玄武岩台地の南東部であ
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地すぺり眉準の研究ω’佐世保北部地域について一安藤．大久保・古川

る・表一4拾よぴ図一6に示したごとき地層で構

成される・これは中里炭磧の調査ボーリソグ資料

にもとづいて検討した．

　この地帯では世知原層の下部を分布するが，柚

木層の上部一まで地すぺりをおこしている．

　小堆積輪廻の砂岩層が比較的に卓越するため，

急な地形を残存する．崩積層の分布・厚さおよぴ

地すべりの地下構造はかなり複雑とみなされる．

牧ノ地および小川内は大きな地すぺり地である．

この地帯は反流れ盤構造であるため，崩積層の微

動～クリーブは別として，岩盤地すぺりでは大き

な崩壊性への発展を警戒すぺきである．

　（3）佐世保市池野地区

　石盛山（481．5朋）玄武岩台地の南側である、

この地区は反流れ盤型の構造からなり，図一7に

ホしたごとき構成層準である．

　玄武岩台地と第三系との境付近では，玄武岩類

と世知原層下部～柚木層上部が崩壊している．斜

面でぱ柿木層の崩壊によって地すぺりがお・こって

いる．

　（4）佐世保市柚木・潜木地区

　地すべりの多発地区であり，地すぺり地形や崩

積土層が発達しているのみならず，三本木・徳道、

潜木・筒井・東下岳などの地すべり指定地区を分

布する．代表的な地点における構成層準は図一8

に小したごとくである．南向き斜面の地すぺりは

反流れ盤型であり，北ないし北西向きの地すぺり

は流れ盤型である．この地区では柚木層の崩壊に

よって地すぺりがおこっている．柚木層のヘダモ

ノ・楠木’’1枚・岩石二枚・橋木山（ト’Lヘダ）一

柚木三枚などでは多くのゴマ層を來在する．なお

泥岩質の卓越した堆積輪廻が存在する．それぞれ

の地すぺりでは，地すぺり層準と層相との関係を

把握することが・予知およぴ対策の基礎として重

要であz．
　（5）　そ　の　他

　上記のほかに1地すべり分布図にホしたごとく．

この地域では多数の地すべり地区が分布する．佐

世保市皆瀬の北ヌ祁では，地すぺり地形および崩積

二土二が発達してし・・■．佐々町の木場地区，芒、井町の

へ
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梶木場地区，世知原町の上野原地区，草木原地区

在どでは大きな地すべりが発達している．地域地

質図拾よぴ試錐資料などにもとづいて・それぞれ

の地区に拾ける構造および層準の特徴を把握し，

地すぺりの対策や予知に役立てることが好一ましい．

引用したボーリング地点は図一9に示した．

　4．4　地すべりの層準およぴ地下構造

　4．4．1　平山地すベリ

　（1）地すベリの概要

　北松浦郡吉井町平山地区にあり，高峰川と長谷

川との両渓流にはさまれた面積約64haの地す

べりである．図一10は概要を示した平面図であ

る．標高約270mの山頂から発生し，愛宕山の

約％がすぺり出した規模の大きいものである．昭

和35年1月頃から湧水異状・末端隆起・亀裂発

生などの前駆現象が発生し，38年には山頂を切

る大きな地割れが発達するに至り，38年10月

から39年2月頃にかけては加速的在滑動を行っ

た．陥没帯の発達・尾根すじの分断・末端崩壊な

どを伴う地すべりに発達し，緩慢になりつ＼地す

べり滑動は現在に至っている．地すべりの前駆現

象・地塊の移動状態などについては注目されるも

のが多い．なお，被害・地すべり状況に関しては，

長崎県農林部林務課の吉井町樽河内・平山地すべ

りの概要（1965）等に記述されている・

　（2）地すべりの層準およぴ地下構造の特徴

　愛宕山の山頂部には玄武岩・旧期砂礫層倉よび

福井層を分布するが，主として世知原層上部の崩

壊によって地すべりが発生した．

　山頂部から主要すべり面までの深さは約170

mである．地層の傾斜はNNEに約4てあり，流

れ盤型の地すべりである．地すべり地区の構成層

準は表一・5のごとくである．

　図一11は中央部（A－A1）を切った地下構造

断面図である．主要すべり面は七ヘダ層（第1鱗

状層）に相当するものとみなされる．この炭層は

厚さ20cm±の顕著なゴマ層を伴い1これが完全

に粘土化している．

　下位の砂岩部は塊状砂岩層として卓越する．こ

の砂岩層中に対策工事の長い排水トンネルが堀

さくされている．この塊状砂岩層は，今回の地

すべりではほとんど不動基盤とみなされる．

　4．4．2　樽河内地すベリ

　（1〕地すべりの概要

　北松浦郡吉丼町樽河内地区にあり，高峰川と樽

河内川との両渓流にはさ一まれた面積約40haの

地すべりである．図一12は概要を示した平面図

である．標高200～220mの樽河内台地と背
後の玄武岩崖で発生した．昭和34年2月から35

年5月にかけて，台地の南西畑地，ついで山頂尾

根筋に亀裂が発生拡大した．ついで頭部の陥没現

象と山腹面の大崩壊による地すべりに発展した．

激しい滑動期間は約3ケ月である．陥没帯の幅は

30～50mに達し，当時は自然沼を形成した．

崩落崖は東西約700m，中央部の落差は68m
士に粒よんだ大崩壊である．一方台地では水平的

なすべりを拾こし，末端部のところどころで小崩

壊や隆起をおこした．被害や地すべり状況は林務

課の資料に記述されている．

　（2〕地すべり層準およぴ地下構造の特徴

　地すべりの後背地は厚い玄武岩台地からなり，

玄武岩台地の山腹崩壊とその前面の陥没帯で特徴

づけられる．第三系の地層傾斜は4～5．N　N　Eの

流れ盤構造である．地すべり地区の構成層準は表

一6のごとくである．崩落崖中央部の状況と地す

べりの概要を図一13に示した．崩落崖の下部に

は厚さ15m±の砂礫層を幅広く露出し，その直

下にはS、に相当する塊状砂岩層を露出した．第

表一5 平山地すべりの構成

㎞ 地層名 構成区分 層厚m 岩　　　　相 特　　　　徴 すへり面

1 玄武岩類 武岩 O，202枚の玄武岩熔岩，風化カ溌達する．

2 砂礫層 砂礫層 15～32 小礫を含んだ砂質ないし砂．
／脚の山頂部を構成する．

3 一井層 F－1 ト22 上位の泥岩部が卓越する． 無名炭層あり．

4 知原層 S－7 18士 泥岩部がいちじるしく卓越する． 砂盤層 すぺり面を生じている．

5 〃 S－6 29土 下位の砂岩部がやや卓越する． 下岩石層 〃

6 〃 S－5 13士 泥岩部と砂岩部が半々． 一牧物層 副すぺり面

7 〃 S－4 30土 下位の砂培部が卓越する．
七吋．層（第1鱗状）ゴマ層が顕著 主すべり面，凝灰質が粘土化．

注1、図一17拾よぴ図一11参照
　　2．玄武岩類～砂礫層は標高210m付近以上に分布，地層傾斜4．NNE
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図一11． 平山地すべり断面図

三系は世知原層の下半部に属し，砂岩層が卓越す

る．平山地すべり地区とは地すべり層準を異にし，

平山地区に相当する世知原層の上半部は欠除して

いる．両者を対比する場合，同じ世知原層に属す

るが，上半部の構成と下半部の構成による岩質の

相違を反映した滑動のちがいがみられる．

　S、の砂岩層は樽河内台地を構成して拾り，砂

岩層とζれを覆う崩積土との間には中盤砥層（第

2鱗状層）によるものとみなされるすべり面①を

存在する．これは石炭片などを含むいちじるしい

粘．土質のものである．

　対策工事の排水トンネルはS、の砂岩層に堀さ

くされているが，トンネル内でみられる砂岩は敏

密な割目の少ない塊状砂岩である．この砂岩層は

表一6．

崩落崖直下付近の一部分を除いてはほとんど滑動

していない．S、に属する潜在すべり面②はほと

んど滑動していないが・多くの試錐調査資料でみ

ると，石炭片や破砕岩片を混じた粘土質である．

　4．4．3　長田代地すべり

　（1）地すベリの慨要

　北松浦郡世知原町長田代地区にあり，第三系台

地と玄武岩台地との境に当る地帯で発生している．

地すべり輪廻によって発達した異状地形を分布す

る．長田代地区は流れ盤型の地すべりである・図

＿14に地すぺりの概要を示した．A地区は昭和

27年にすべり，B地区は昭和31年に大きく滑
動した．鍋田川にそった地帯では部分的な・」・地す

べりを繰り返している．B地区の滑動は約80ha

樽河内地すべりの構成

㎞ 地眉名 構成区分 厚m 岩　　　　相 特　　　　徴 すへり面

1 玄武岩類 上部玄武岩 30　＋ 3～4枚の熔岩と凝灰岩，いちじるしく風化する．

2 〃 積　層 6　士砂岩～シルト岩

3 〃 下部玄武岩 5　士 質，かんらん石玄武岩．

4 砂礫層 砂陳層 14～15
φ10㎝土の円陳多し，古期岩陳十玄武岩くされ陳．

5 知原層 S－4 O～18 位の砂岩部のみ存在．
砂岩の直上に砂陳眉

6 S一一3 17　土 位の砂岩部が卓越する．
中盤砥眉（第2鱗状層） ①

〃

7 S－2 30　＋ 〃 第3鱗状眉 ②
〃

注1．図一17拾よぴ図一13参照．
　　2．砂礫層は標高220In付近に分布，地眉傾斜4～5．NNE
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北松型地すべりの発生機構および予知に関する研究（第1報）防災科学技術総合研究報告　第22号　1970

十1

ミ

OΦ

　隅没帯　、
、／1一’㍗ら言

　　　oL・
　崩ヴ小　　　◎？一◎

　前j砧
土

　　玄武岩台地
　　　　　、一、．表土（02へ0．3〃

　　　　三三剛ヒ玄武岩（紅土化）
　　　甘jj　　　　　　8加±　　　　　　没坂岩（0，1
　　　㌘σ∠、　　　　　へσ2閉）

　　・二・＝則し玄武岩ノ6〃士
　　㍍∴〉ソ（庶混り主口）

　帆㍗玄武岩（上部）10〃士

　　　新期励湯一6〃士

〃κ玄武岩（下部）伽士

・o8o　八！久保砂忠月
㌣”　　　〃へ15η

　　　世知原万

　　　　砂砦
　．、∫4

　すぺりむ1
．泥岩
　狽狙4～合．〃〃β

すぺり面2

図一13． 樽河内地すべり崩落崖の地質構成

におよび，陥没地帯や亀裂による凹凸地形を形成

した．見掛け上では，風化玄武岩が大きくすべっ

ているが，第三系との複合地すべりとみなされる．

A地区は再び滑動の様相にあり，県の士木部で対

策を実施している．

　（2〕地すべり層準およぴ地下構造の特徴

　この地区は主として世知原属で構成され，僅か

に福井層を分布する．第三系と玄武岩との問には

厚い砂礫層を存在する．A地区のボーリソグ資料

にもとづいて，地すべり層準および地下構造を検

討した．図一15はA地区の平面図であり，地す

べり層準は表一7のごとくである．図一16は地

下構造の概要である．第三系は世知原屑に属する

ものとみなされるが，小堆積輸廻による層準の対

比はこの資科のみでは決定しがたい．便宜上ここ

では，第三系を上からT、，T。拾よびT。に区分し

た．T、拾よびT。では厚い砂岩層を伴っている．

T，に属するすべり面③は厚さ1m土の凝灰質

（ゴマ層）を伴った炭層である．ボーリングコァ

ーによると凝灰質源の灰白色粘土・粉炭質を含む

黒色粘土・泥岩源の暗灰色粘土在どが入り混じっ

た状態にある．大きな潜在すべり面として広く分

布するものとみなされる．

　4．4．4　地下構造およぴ地すベリ眉準の対比

　この地域で発生した顕著な地すべりは，いづれ

も流れ盤構造のものである．平山地区・樽河内地

区・長田代地区などば最近の例である．吉井町・

佐々町拾よび世知原町地区は，一般に北ないし北

西向きであり，主として流れ盤型である．佐世保

市の牧ノ地～小川内地帯・池野～柚木地帯などの

南向きのものは反流れ盤構造である．反流れ盤型

の地すべりは，地質，地形的にみて，過去に大き

なものが発生したであろうことは考えられるが・

最近の例としては顕著なものがほとんど知られて

いない．

　図一17は地すべり層準を対比したものである．

地すべりを構成している小堆積輪廻の層相と組合

せおよびそこに生ずるすべり面の性質は発生機構

を考察する基本的な事項である．これにもとづい

た地下構造を解析することによって，地すべりの

規模や性質が把握される．

　地すべり分布図に示した五蔵岳（456m）西

側の地すべりは，かなり古い時期に発生した流れ

盤型のきわめて大きい地すべりである．巨大な崩

落崖の跡をとどめ，大きな頭部陥没帯を伴ない，

前方には厚い崩積土層を広く分布する．

　吉田地区の川上神社地点には集中的な大湧水が

存在する．この水を利用した古い石の碑文（享保

3年，1718）から推定すると，大滑動は250
年以前に発生したものとみなされる．崩積±の性

質からみて，玄武岩の影響が大きいが，基盤の構

成層準は平山地すべりと類似する．地下構造の詳

細は明らかでないが，主要すべり面は七ヘダ層な

いし中盤砥層によるもαとみなされる．そのほか，

地域地質図と試錐資料によって，構成層準と特徴

がそれぞれの地すべりについて考察される．

　　5．すベリ面1こついて

　岩盤内（第三系）のすべり面あるいはすべり層
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350400

峠

25

20

、　　々
佐

＼へ、一

但知＾岨
、

図一14． 長田代地すぺりの概要

表一7． 長田代地すべりの構成

㎞ 地層名 構成区分 層厚m む　　　相 特　　　　徴 すぺり面

1
2
3
4
5
6
7

玄
武
岩
類
　
〃
　
〃
砂
礫
層
　
知
原
層
　
〃
　
〃

　
部
玄
武
岩
　
稿
　
眉
下
部
玄
武
岩
砂
礫
眉
　
丁
1
　
T
．
　
T
。

3
0
＋
6
～
1
1
2
5
±
2
1
±
2
6
～
3
0
1
9
士
不
　
明

　①崩稿層あるいは砂礫眉　　と基盤との境にあるもの．②③粘土化がいちじるしい．

注1．図一17かよぴrシ1－16参照．

　2．玄武￥櫛は標高340川付近以ヒに分布．
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ゾ∵な
、㍉

一翁、

　7ユ
　　　　　　リ

　　　　　　　　　　　へ
　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　』、

！v巧1、∵
　、　　　■’ぺ山　、4
至　　　　，山棚田地可．皿／　　　　、
姜＼　、ぺ1・山二一山

　　　　　　　皿じ二水＆
　　　　　　　　　　　　　畑・
　　ノ　　　　　　　　　　N〇一

・／佃止k　”
パ、！1劣貯

ノ／

■ ＼心

ぺ侭

　ノ
）
　　　3CO
！

ノ0

20

ブ㌧l1O　　　　舳ト）、ル

330　　　　　　　　　　　　1

i刈一15． 長m代地すべり（八地区）平面図

は，すでに∫』、し，㌃二こ。し二・∴。l1刊ないし炭質泥岩層

f寸近に／仁成されている、い1榊1舳∵・1崩は石炭・

！，1［ゾ／〃；・　　・挑jぺl1い：の細かいげ桝で構成

さ二いる．灰［色ないし暗灰色の含り之砥物凝灰才1

の火今をゴマあるいけj’マ■一と適称している．ゴ

マ層は高含水比キ．いl1一一二風化1、れやすくすべり面と

なる．この地域てみら、〔ろゴマ朽のあり力を図一

18に示した．ゴ・■llぺ一Uソさ1cn1土から数10cn1

に達するものまて存化する．また数枚のゴマ噌を

來む炭層がある．刈合に1ゾい別火快ギを伴った炭

屑がすべり荊となる場合には，地すべりが沽允に

なりやすい傾向にある．

　多数の試錐資料から判断すんと，この地域では

潜在すべり面が広く分布する．またかなり深い処

’まで災層の一部で粘土化しているものがある．

　崩積層と基岩（主として砂岩～砂質頁岩）との

境には，一一般に粘十質ないし砂質粘土質を存在す

る．なかには，古い岩盤地すべりによる含石炭質

柵十を残存することがある・

　北松地域の崩積層地すべりは，中抜けのような

ものは少なく，大きな場合には崩積土と基盤の境

からクリープする傾向にある．しかし，大き在岩

盤地すべりによって崩れた岩層が，崩積土層の状

畦に転移する段階では複雑な内部的滑動を拾こし

ている．そのほか，玄武岩類と基岩との境あるい

は玄武岩類中の堆積層との境にすべり面となるよ

うな不安定部分を生成していることがある．

　泥質宕に來在する凝灰岩層が，岩盤風化の段階
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図一16． 長田代地すぺり断面図

で粘土化しやすいことは第三紀層地すべりの一般

的な特徴である．ゴマ層の粘土化は，裏日本の含

油新第三系型で，黒色泥岩中の凝灰岩層がペント

ナイト化しているのと類似する．粘土のX線回折で

は，ゴマ系の粘土はモンモリロナイトの回折線を

現わし，ピークが明確に検出される．一方泥岩源

の粘土では，イライトのピークが強く現われる．

　すぺり面生成の風化機構は，母岩から硫酸塩を

溶出する化学作用と硫酸根（S0！．イオン）が還

元分解する生化学作用で解明される．生化学作用

は主として硫酸塩還元バクテリャの増殖とそれに

伴う作用（埋設鉄管の腐食作用と類似したもの）

である．

　6．む　す　ぴ

　佐世保北部地域についス・地すぺりに関する地

質特性を調査し，北松型地すぺりの特徴を明らか
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にした．北松型地すべりは，構造拾よぴ岩質を反

映した風化帯発達の構造地質学的性格に大きく支

配される．発生機構拾よび予知については・最終

的にとりまとめる予定であるが，つぎのようなこ

とが判明した．

　1．玄武岩類は火山層序的構造といちじるしい

風化の発達によって載荷重を発生するいわゆるキ

ャヅプ・ロック的な性格が大きい．

　玄武岩台地の周辺部では，地すべり分布図に示

したごとく大きい地すべり地形が発達している．

　2．この地域には多数の地すべりを分布するが，

地域地質図から明らかなように，主として世知原

層拾よび柚木層の崩壊によって拾こっている・世

知原層の上部および柚木層は地すぺり的なくずれ

を拾こしやすい地層である・

　3．岩盤地すぺりあるいは複合地すぺりのいわ

ゆる構造性地すぺりは，小堆積輪廻の層相と組合

せが支配的在役割を反映する。小堆積輪廻にもと

づく地下構造の解析は，予知拾よび対策の基本的

在課題であるといえる．

　解析した地下構造に地形・水理・運動などの特

性を組合せることによって地すべりが解明される・

　4．風化岩盤内のすべり面はゴマ層の粘土化に

よって生成されている．佐世保層群の炭層はいず

れもゴマと呼ぱれる凝灰質を伴ない，風化→粘土

化→すべり面の関係をもたらす。な拾潜在すべり

面がかなり広く分布する・

　　5．それぞれの地すべりでは，ボーリソグ調査

などによる地下構造の探査一地すぺり層準の性

質・地層傾斜との関係・すべり面の性状在どを把

握することが重要である．代表的な地区拾よぴ地

すぺりについて，地すべり層準や地下構造の要旨

　を示した．地すぺり層準の対比は，発生機構拾よ

び規模の考察に大きな示唆を与える．これらを把

　握するに必要な基礎資料を提供した．
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